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1939 年 2 月から 3回にわたる現地調査を経
て同年 8月に策定された「太原都市計画大綱」
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を承諾する［北支那方面軍 1940, 1-3 画像目］。こ
の時点では両都市における新市街建設は測量・
調査段階で，土地造成工事には未着手だった。
日本側の意向を受け，建設総署も 1940 年 10 月
頃には両都市の新市街建設に関する業務を停止



















1942 年 7 月に起工して翌年の 7月に竣工して
おり，運城は 1942 年 4 月に起工して同年 8月
に竣工している［日本水道協会 1942b, 56］。潞安
および臨汾は 1942 年 5 月に起工し，竣工時期
は潞安が同年末［朝日新聞（北支版） 1942a］，臨






























































































（出所）太原市自来水公司志［2000, 2-3, 40-41, 55, 59］；陽泉市城区志［1997, 70］；
長治市［1988, 324-325］；臨汾市志［2002, 497］；運城地区志［1999, 541］；日













































中間となる 1940 年 1 月時点の数値を採用した。
この条件で北京および太原において 1年間に伝
染病に罹患する率を計算してみると，北京が
































































































































翌年の 1941 年 5 月には，上水道建設を前提
とした水源地と給水施設の建設に着手している
［朝日新聞（北支版） 1941a］。半年後の同年 10 月
には小東門に近い現在の教場巷 26 号に 1日当







































公署 1943, 附録 39-41］。『朝日新聞（北支版）』
［1943c］が報じるところでは，この計画は前述
































表 4は，1942 年 8 月に策定された第一期五カ
年新市街施工計画書における上水道整備計画の
概要である。給水人口は北郊および南郊合わせ














ている。1943 年 2 月に上水道が軍から太原市
に移管され（注９），以降は水道管理処と改称され
た。処長には引き続き申暢が留任，職工数は
67 人で事務所は第 1加圧ポンプ場（旧第 1水源
地）に置かれた［太原市自来水公司志 2000, 2-3］。
初期の水道股は，事業組合ともいうべき性質で














































給水管口径 13 ミリで最低水量 6立方メートル
の 3円 50 銭で，営業用・工業用は同じく 13 ミ
リ管給水で最低水量 18 立方メートルの 5円で
ある。超過料金は 1カ月の使用水量が 50 立方
メートル以下は 1立方メートル超過毎に 30 銭
である。表 5は，太原の水道料金と 1943 年 8
月時点の北京における水道料金を比較したもの












戸の約 7割が硬度（総硬度） 20 以上，そのうち
の約 3割が硬度 50 以上という硬水であったの
に対し（注11），新設された上水道で供給される水
の水質は硬度 13，塩分 32 で，内地水道協会の











基本料金 ３円50銭 ５円 ４元（円）




（注） （１ ） 北京の料金制度は用途別での料金区分はなく，管径13ミリ～100ミリまでの７段階に分か
れている。本表では太原と比較するために管径13ミリの料金設定のみを表記した。































善井戸が開設された 1940 年 7 月以降，在留日
本人の伝染病罹患率が低減していることが確認







1939 年 8 月～1940 年 7 月までの 1年間に太原
で伝染病に罹患する確率は 1.18 パーセントで
あったのに対し，太原で改善井戸の整備が進ん
だ 1940 年 8 月～1941 年 7 月までの罹患率は
??　太原在留日本人伝染病罹患率の推移
（単位：人）

























の整備が進んだ 1941 年 8 月～1942 年 7 月には
0.36 パーセントへと低下している。この時期に
上水道建設と並行して市内で進められていた下



















458.5 万円で工期は 5期に区分している。第 1
期が 3.5 万円を投じて井戸改善を，第 2期およ
び第 3期がそれぞれ 35 万円ずつを投じて第 1
水源地と初期の配管を，第 4期が 65 万円を投

















道協会 1943, 50］。潞安は工費 30 万円［朝日新聞
（北支版） 1942a］，臨汾は工費 35 万円で，運城
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収の「庫款収支報告」によると，1938 年 7 月





書処 1939, 財政 25-28; 1940, 財政 42-44; 1941, 財政


















































































対伯工作で閻は，1942 年 5 月の日本側との
直接会談の決裂を機に，日本側との公式の交渉







































年 3 月 14 日，太原領事館は太原統税局からの
聞き取り内容として，以下の通報を本省へ行っ




















































か，第 2水源地の給水能力も 1日当たり 3000
立方メートルまで高められた［太原市自来水公
司志 2000, 3, 41］。




















ている［太原市自来水公司 2000, 33, 41, 55］。
























































































































（注９）1943 年 3 月に開催された第 161 次省政
会議で，運営にあたる水道管理処の組織要綱等
とともに施設の移管が建設庁長より報告されて
いるが［山西省公署 1943, 附録 37-38］，軍から
市公署への経営移管そのものについては，『朝日
新聞（北支版）』［1943d］で先に報じられている。


















































の支出分については，1943 年 3 月の第 162 次省
政会議で省公署が負担する 22 万円のうち既支出
分の 10 万円を差し引いた 12 万円の支出を決議

























































































































研究所「昭和 14 年 陸支受大日記 第 64 号」）
JACAR Ref.C04121422000；C04121422100.
――― 1939b.「特務機関長会同席上ニ於ケル第四
課長口演要旨」（防衛研究所「昭和 14 年 陸支
54








「昭和 14 年 陸支受大日記 第 75 号」） JACAR 
Ref:C04121669500.
―――（甲集団参謀長） 1940.「方参四電第九六七
号」（防衛研究所「昭和 15 年 陸支密大日記 第
20 号 2/2」） JACAR Ref.C04122180600.
―――（甲集団参謀部） 1942.「北支那資源要覧
（12）」（防衛研究所「昭和 17 年 陸支密大日記
第 51 号 1/2」JACAR Ref. C04123868800.
興亜院 1939.「支那事変二於ケル政策関係重要決定
事項（其一）」（外務省外交史料館「A門 1類 1






































第 1巻 」）JACAR Ref.B02031711400；B020317 
11700.
山西房産株式会社 1942.「営業概算書」（外務省記





























































設立ニ関スル件」（防衛研究所「昭和 17 年 陸























































（株式会社JAFMATE社編集部，2014 年 3 月 24 日受
領，2015 年 6 月 19 日レフェリーの審査を経て掲載
決定）
